
494
号
線
は
愛
媛
県
か
ら
比

べ
る
と
、
高
知
県
は
改
良
工

事
が
非
常
に
後
れ
て
い
る
。

33
号
の
代
替
線
と
し
て
利
用

価
値
は
高
い
、
早
急
に
改
良

要
望
を
。

県
土
木
事
務
所
で
は
、
大

西
工
区
の
整
備
と
併
せ
て
地

元
要
望
ヶ
所
の
優
先
順
位
な

ど
に
つ
き
、
町
と
協
議
し
な

が
ら
、
局
部
的
な
改
良
手
法

で
整
備
を
進
め
る
。

改
良
促
進
に
向
け
関
係
機

関
へ
の
要
望
活
動
を
行
う
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成23年5月10日発行（7） 第23号

答 森林資源の活用

ペレット大量生産を

問

野

村

答

町
　
長

国道494
改良要望を

二
回
目
の
仁
淀
川
地
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
会
議
が
開
催
さ
れ
、

産
業
振
興
の
方
向
性
や
重
点

施
策
が
提
案
さ
れ
た
。

間
伐
促
進
、「
ソ
ニ
ア
」

を
核
と
す
る
木
材
産
業
の
振

興
、
観
光
情
報
発
信
拠
点
の

設
置
な
ど
で
、
林
業
は
難
問

が
山
積
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

「
ソ
ニ
ア
」
は
三
セ
ク
方

式
が
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
な
か
、
木
質
チ
ッ
プ

の
需
要
が
高
ま
り
、
県
も
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み

を
将
来
に
向
け
た
基
礎
と
な

る
仕
込
み
で
あ
る
と
23
年
度

予
算
計
上
し
て
い
る
。

中
東
問
題
、
環
境
問
題
の

な
か
で
、
化
石
燃
料
に
代
わ

る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が

高
ま
る
な
か
、
間
伐
を
促
進

し
て
ペ
レ
ッ
ト
を
大
量
生
産

し
、
消
費
に
結
び
つ
け
る
努

力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

本
町
の
９
割
を
森
林
が
占

め
、
間
伐
の
促
進
、
木
材
産

業
の
振
興
は
重
要
な
課
題
だ
。

答

町
　
長

問

藤
原
陽
三

森
の
工
場
に
よ
る
集
約

化
、
林
業
の
推
進
に
力
を
注

い
で
い
る
。
森
林
資
源
は
地

域
活
力
の
源
と
な
り
、
環
境

面
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

「
ソ
ニ
ア
」
は
県
の
指
導

を
基
に
新
し
い
形
で
の
経
営

形
態
を
模
索
し
て
い
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
と
い

う
観
点
か
ら
、
森
林
資
源
の

付
加
価
値
を
高
め
た
い
。

森
林
総
合
研
究
所
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
、
地
域
の
振
興
に

取
り
組
み
、
ペ
レ
ッ
ト
の
製

造
な
ど
、
幅
広
い
森
林
資
源

の
活
用
を
考
え
、
地
域
の
林

業
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

中津　明神



面
積
、
売
上
高
も
減
少
し
、

荒
廃
し
た
農
地
に
、
次
の
作

物
な
ど
の
考
え
は
な
い
か
。

学
校
給
食
で
も
地
元
食
材

を
使
用
す
る
よ
う
だ
が
、
高

齢
者
も
栽
培
で
き
る
作
物
な

ど
の
指
導
は
で
き
な
い
か
。

議
会
も
農
林
業
の
先
進
地

研
修
を
深
め
て
い
る
が
共
に

研
修
は
で
き
な
い
か
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成23年5月10日発行 第23号　（8）

先
進
地
研
修

茶
園
の
荒
廃
に
産
物
を

答

近
年
、
生
茶
の
価
格
低
迷

や
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り

茶
畑
の
減
少
、
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
。

生
産
の
最
盛
期
と
現
在
の

生
産
者
数
、
生
産
高
の
推
移

を
聞
く
。

昭
和
60
年
頃
の
販
売
農
家

数
１
０
２
７
戸
、
収
穫
面
積

221
Ç
、
平
成
17
年
は
販
売
農

家
数
207
戸
、
収
穫
面
積
96
Ç

と
な
っ
て
い
る
。

答

町
　
長

問

橋
本
眞
一

問

橋
　
本

答

町
　
長

答 若者定住支援

39年後人口削減
信
頼
と
協
働
を
基
本
に
五

つ
の
方
針
を
掲
げ
、
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
注

ぐ
と
述
べ
て
い
る
。

合
併
後
の
人
口
は
５
年
間

で
878
人
約
11
％
減
少
し
た
。

年
間
176
人
の
減
少
で
こ
の
ま

ま
で
は
39
年
後
に
本
町
の
人

口
は
消
滅
す
る
。

町
内
の
小
学
校
は
220
人
、

中
学
生
は
131
人
の
見
込
み
で

統
合
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

特
に
庁
舎
等
の
施
設
整
備

は
幅
広
い
視
点
で
、
旧
意
識

を
超
え
現
存
施
設
の
有
効
活

用
、
無
駄
の
な
い
行
政
を
通

じ
て
合
併
の
効
果
を
発
揮
さ

れ
た
い
。

信
頼
と
協
働
を
基
本
に
五

つ
の
方
針
を
掲
げ
行
政
運
営

に
あ
た
っ
て
い
る
。
本
町
は

過
疎
高
齢
化
の
最
先
端
に
あ

問

山
口
芳
正

答

町
　
長

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
し
、
合
併
支
援
措
置
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。

受
益
効
果
が
薄
く
財
政
負

担
が
予
想
さ
れ
る
施
設
は
整

理
し
、
必
要
な
施
設
の
整
備

は
支
援
措
置
内
に
確
実
に
実

行
し
、
本
年
度
は
学
校
再
編

や
庁
舎
建
設
な
ど
の
検
討
を

加
速
さ
せ
た
い
。

集
落
機
能
の
補
完
的
施

策
、
若
者
定
住
支
援
も
充
実

さ
す
。

住
民
の
声
を
大
切
に
、
議

会
や
住
民
代
表
者
と
も
話
し

合
い
、
町
の
均
等
あ
る
発
展

を
検
討
し
た
い
。

本
町
な
ら
で
は
の
作
物

は
、
い
ろ
い
ろ
検
討
は
し
て

い
る
が
、
目
新
し
い
も
の
は

無
い
。
ト
マ
ト
、
サ
カ
キ
、

シ
キ
ビ
な
ど
の
生
産
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
農
林
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
先
進

地
研
修
を
重
ね
、
本
町
の
産

業
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。荒廃の進む茶園

役場本庁舎
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問

山

口

答

町
　
長

問

山

口

答

町
　
長

建設工事の発注
公正・公平に答

道路整備
情報を受け、対応答

23
年
１
月
現
在
（
建
通
新

聞
社
資
料
）
の
建
設
工
事
落

札
高
は
吾
川
34
件
４
億
８
０

３
１
万
円
約
49
％
。
仁
淀
24

件
４
億
２
６
９
４
万
円

44
％
、
池
川
17
件
７
１
６
７

万
円
７
％
で
合
計
75
件
９
億

７
８
９
２
万
円
。
地
域
格
差

が
非
常
に
大
き
く
、
雇
用
不

安
の
声
も
聞
く
。

町
は
今
後
工
事
発
注
や
指

名
方
法
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
の
か
。

町
発
注
の
国
、
県
の
工
事

を
取
り
入
れ
考
え
る
。
年
度

に
よ
り
災
害
発
生
が
違
う
が

均
等
に
務
め
る
。
地
域
貢
献

や
信
頼
度
な
ど
地
域
性
を
重

視
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
発
注
指
名
を
行
い
公
正
、

公
平
な
運
営
に
努
め
る
。

494
号
町
内
区
間
の
改
良
促

進
を
図
れ
。

町
管
理
道
の
防
護
柵
の
痛

み
や
立
木
伐
採
に
よ
る
危
険

ヶ
所
、
宗
津
地
区
の
舗
装
路

面
陥
没
は
激
し
く
地
滑
り
を

心
配
す
る
。

地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
道
路
の
管
理
は
。

494
号
の
町
内
約
17
㎞
の
改

良
率
は
13
％
と
低
い
、
迂
回

路
効
果
も
あ
り
国
、
県
に
重

要
性
を
強
く
要
望
す
る
。

密
着
し
た
町
道
や
林
道
、

農
道
の
総
延
長
は
約
740
㎞
で

管
理
は
厳
し
い
。
地
域
の
協

力
で
良
い
管
理
方
法
を
見
出

し
た
い
。

防
護
柵
は
情
報
や
要
望
を

受
け
対
応
し
、
舗
装
路
面
の

維
持
修
繕
ヶ
所
も
区
長
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
か
ら

情
報
を
受
け
て
、
今
後
善
良

な
管
理
に
努
め
る
。

早期改修を


